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《年末、繁忙期 の事故防止》

・安全に運行できるスピードで 安全が最優先
・「運転」も、「作業」も、「手抜き」をせずに、基本ルールを守りましょう
・「飲酒運転」の根絶

○ 急ぎ・あせりは事故のもと
○ 「一時停止」は、確実に
○ 周囲の安全確認
○ 確実な荷締め

《スリップ事故に注意》
路面凍結 スピードダウンと車間距離
急ブレーキ、急ハンドルは禁物

漫然運転、居眠りに注意しましょう 2時間走行15分休憩

《挟まれ・墜落・転落・下敷き 注意》

大型トレーラーが車線はみ出す
車5台絡む多重事故、3人が病院搬送
信号のない片側1車線の緩やかなカーブ
◇わき見は厳禁、100％運転に集中しましょう◇

◇ 「ぼーっと運転」、漫然運転は、死亡事故リスクが高い ◇
◇ながら(スマホ）運転、ナビを見ながら運転、わき見運転、重大事故◇

２０２５／１２／１６（火） １４：２８
１６日午前１０時４０分ごろ、茨城県の県道交差点で、５０代男性の大型トレーラーが反対車線にはみ出し、乗用車２

台や軽乗用車２台と衝突、計５台が絡む事故がありました。男性と軽乗用車の５０代女性、２０代女性の３人が病院に
搬送された。警察によると、搬送時には３人とも意識があったという。同署で詳細や事故原因を調べています。
同署によると、現場は信号のない片側１車線の緩やかなカーブ。

夜５時半 「考え事をして・・・」
前をよく見ていなかった

横断歩道を渡っていた女性が、軽乗用車にはねられ死亡
軽乗用車運転の女性逮捕

◇死亡事故の内、考え事や脇見などで前方をよく見ていなかった◇
◇「ぼんやり運転」が約6割に達する◇

◇考え事などをしながらの、『ながら運転』は危険です◇
２０２５／１２／１６（火） １１：５７

１５日午後５時半ごろ、鹿児島県の県道で、横断歩道を渡っていた女性（７９）が軽乗用車にはねられ、病院に搬
送されましたが、全身を強く打ちおよそ１時間半後に死亡しました。警察は軽乗用車を運転していた女性佐容疑
者（４７）を過失運転致傷の疑いで現行犯逮捕しました。調べに対し容疑者は「考え事をして前をよく見ていなか
った」と話しているということです。

深夜４時 国道のゆるいカーブ
路面はぬれていた、大型トラックが横転
ガードパイプや電柱に衝突 運転手の女性死亡

◇目がかゆいは、眠気のサイン 運転時の休憩は、２時間ごとに◇
◇2時間走行、15分休憩 守ろう 自分の命、他人の命◇

２０２５／１２／１５（月） １９：２８
１５日午前４時ごろ、秋田県の国道で近くを通りかかった人から「大型トラックが横転している。」と１１０番

通報がありました。この事故で運転席に閉じ込められていた女性は、駆けつけた消防隊員によりその場で死亡が
確認されました。現場は緩い左カーブで事故当時、路面はぬれていたということです。横転したトラックは進行
方向右側に逸脱し、ガードパイプや電柱に衝突して止まったということです。


